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(1) 

B が勝つには、 Aが表を出した枚数が 2枚以下でなければならない。それぞれ表を出した枚数が 

i) Aが 2枚以下、 B が 3枚 ii) Aが 1枚以下、 B が 2枚 iii) Aが 0枚、 B が 1枚 

のいずれかであるから、 B が勝つ確率は 
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引き分ける確率は 
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Aが勝つ確率は、余事象より 
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以上により Aが勝つ確率は
2

1
、 B が勝つ確率は

128

29
、引き分ける確率は
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35
 ……(答) 

 

(2) 

Aがもらえる金額の期待値は 75
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B がもらえる金額の期待値は 
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したがって、 B が有利。……(答) 


